
 

 

  

北洋銀行グループ経営理念：お客さま本位を徹底し、多様な課題の解決に取り組み、北海道の明日
あ す

をきりひらく 

 

 

 

 

2023年 10月 26日 

各 位 

   株式会社北洋銀行 

 

クリーンハウス株式会社様が 

SDGs(エコ)私募債（銀行保証付私募債）を発行 
 

クリーンハウス株式会社様（本社：岩見沢市、社長：渡辺 祐介氏、資本金：5 千万円）は、2023 年 10 月

27日に第15回無担保社債（株式会社北洋銀行保証付および適格機関投資家限定）「SDGs(エコ)私募債」

1億 5千万円、第 16回無担保社債（株式会社北洋銀行保証付および適格機関投資家限定）「SDGs(エコ)

私募債」5 千万円を発行します。年限はいずれも 5 年、受託（財務代理人に就任）・引受についても北洋銀

行が行います。本件私募債の調達資金は事業資金に充当する予定です。 

 

同社は 1991年設立の、温浴・ホテル事業と介護事業を 2本柱とする多角化企業で、「三笠天然温泉 太

古の湯」や「グループホームたんぽぽ」など複数施設の運営を行っています。 

『「誠意」と「創意」をもって、人びとの"いのち"と"くらし"に貢献します』を経営理念に掲げ、飲食事業や

ホテル事業、メガソーラー発電事業など、幅広い分野においても果敢に挑戦しています。 

また、環境保全にも積極的に取り組んでおり、「北海道グリーン・ビズ認定制度」に登録し、エコ認定企業

として認定されています。 

 

「SDGs（エコ）私募債」の発行は、環境に配慮した取組みを自主的・積極的に行っており、かつ国もしくは

地方公共団体等の認定、登録を受けた企業に限定されます。また、企業規模、財務、収益内容について

の厳しい発行基準（適債基準）を満たしていることが必要であり、発行企業は“環境保全に貢献している優

良企業”として社会的評価がなされます。 

「SDGs（エコ）私募債」は、銀行保証型、保証協会保証型の 2 種類があり、「SDGs（エコ）私募債（銀行保

証型）」は物的担保の代わりに銀行の保証を付けることで、無担保で社債の発行が可能になるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

北洋銀行グループは、2018年 12月「北洋 SDGs宣言」 を表明し、地域の持続的成長

支援と社会的課題の解決に取り組んでおります。なお、SDGs に関連するプレスリリース

には、該当する SDGsのアイコンを明示しております。 

【SDGs】2015年の国連サミットで採択された、持続可能な世界を実現するための 2030年

までの国際目標。17のゴールと 169のターゲットで構成される。 


